
  つな♡のと旅企画  初冬旅編

他県の生協が能登の組合員とその家族を招待する旅企画を実
施しています。

親子で滋賀の自然と魅力を満喫旅（コープしが）

 11月15日（土）～16日（日）
 能登の親子9組18名を招待

彦根城を散策した後はなんと、ひこにゃん登場！そのかわい
さに大人も子どもも歓声を上げました。コープしがの皆さん
が用意してくれたバーベキューや宝探しゲームを楽しむ中で、
子どもたちもすぐに打ち解けていました。風情ある長浜の街
並みやサンドブラスト体験を楽しみ、忘れられない2日間を
過ごしました。
  　 親子で参加させていただき、とても幸せな時間で
した。滋賀県に魅了され、満喫した2日間でした。帰宅後、息子
は自学ノートに「見つけた滋賀県の魅力」をまとめていました。

さぬきうどん打ち体験と金刀比羅宮散策
（コープかがわ）

 11月22日（土）～24日（月・振休）
 能登の組合員とその家族や友人10組20名を招待

初日、長時間の移動を経て到着した高松での夕食交流会の会
場には、コープかがわの組合員理事や職員からの温かい寄せ
書きが飾られていました。２日目は、さぬき麺業でのうどん
麺打ち体験。自分で打ったうどんは、天ぷらと一緒にかけと
ざるの２種類を楽しみ「貴重な体験ができ、ありがたい」と
の声が上がっていました。午後は金毘羅宮を散策し、参拝。
バスの中では金比羅宮で見たり感じたりしたことをにぎやか

1

参加者感想

能登を    　    に
負けとられん！

～令和6年能登半島地震 
　コープいしかわの取り組み～

CO・OPのとnote

笑顔

決まったこと

報告されたこと

10月度安全確認情報 組合員の環境貢献度
（9月21日～10月20日　検査結果判明分）  （11月度）

2025年4月1日～2025年10月31日

新年のごあいさつ
謹んで新年のごあいさつを申し上げます。
日頃から商品のご利用や活動への熱心な参加に深く感謝申し上げます。
一昨年に令和６年能登半島地震ならびに奥能登豪雨災害により甚大な被害が発生し、当組合
では被災された皆さまが一日も早く日常生活を取り戻せるよう組合員と役職員、全国の生協と
「つながる力」でできる限りの支援を継続してまいりました。
本年も、前例のない災害に見舞われた被災地の皆さまに寄り添い続け「負けとられん！能登
を笑顔に」を合言葉に皆さまと一緒に歩み続けていきます。そして誰もが安心して暮らせる地
域づくりに向けて地域の一員としての役割を果たし、2030年ビジョン「育むつながりから笑
顔ひろがるCO・OP」を目指し取り組んでまいります。
皆さまのご多幸とご繁栄を祈念申し上げますとともに、本年も事業のご利用と活動への参加
をお願い申し上げます。

1. 10月度事業経営報告　承認の件

1. 第26期　秋の総代会議まとめ
2. 第27期　総代選挙まとめ
3. 全体区役員推薦委員会の委員選出について

理事長
大谷　学

理事会だより
2025年度 第7回理事会　11月26日（水）開催

供給高 実績 予算 前年
宅配事業供給高（億円） 79.5 82.3 78.2
店舗事業供給高（億円） 27.4 26.8 26.0
経常剰余金（万円） －4,218 －4,577 －4,243

出資金 ： 75億2,414万円（↑4，554万円）
組合員数 ： 169,343人（↑346人） （カッコ内は前月比）

注文書袋・保冷箱内袋
回収率：24.2%
店舗マイバッグ持参率 ：
91.0％

検査名 検査実施数
新商品事前 256品
定例企画商品 333品
残留農薬検査 8品
ヒスタミン検査 1品
産地判別検査 2品

に話し合う声が聞かれました。夕食交流会は初日以上に会話
が広がり、能登の組合員同士震災後の日々の暮らしやこれか
らのことなどを話す様子も見られました。最終日は、栗林公
園の散策やお土産店めぐりなど自由に過ごし、３日間の楽し
い時間で日常を離れて心身ともにリフレッシュできました。

  内灘町でコープのサロン＆
  おふるまい

10月29日（水）
内灘町宮坂地区の仮設住宅

石川東地域協議会が内灘町でコープのサロン＆おふるまいを
実施しました。コープいしかわ教えあい講師による笑いヨガ
も開催し、吉野家のミニ牛丼やたまごスープ、えいようかん
をふるまいました。参加できなかった方へ社会福祉協議会の
方が仮設住宅を回り牛丼などをお届けしたところ、高齢の方
がわざわざ会場に来て「ありがとう」と言ってくださる場面
も。「楽しかったわ。ありがとう」とたくさんの笑顔が見ら
れました。

  つながる力で能登を笑顔にミーティ
  ング開催

11月28日（金）
全国各地の生協の役職員・理事90名が参加

能登半島地震からの復興支援に向けた学習交流会をオンライ
ンで開催しました。報告や講演を通して、震災から間もなく
2年となる能登の復旧・復興の取り組み、住民の具体的な悩
みや課題を知り、学ぶことができました。どこよりもきめ細
かく寄りそった息の長い支援につなげる決意を新たにし、同
時に全国の生協がそれぞれの地域でできる防災・減災につい
て、具体的にできることを考える機会となりました。
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能登と全国の生協と地域の団体でつなぐかけ
はし。組合員・職員もつなぎ、地域の団体と
掲示板的役割を果たします。

災害支援の思いを共有し、笑顔を広げるnote

noteはアカウントを登録しなくても閲覧できます
https://note.com/coop_chiiki

期　間  とらいあんぐる4月号から1年間
謝　礼   アンケートを8割以上提出してくださった方には、

 　2,000ポイント 進呈
応募方法   裏表紙のとらいあんぐるおたより用紙の「モニター応募欄」に ○ を

付け、提出していただくか、下の2次元コードからお申し込みください
締め切り 2月15日（日）
募集人数    50名（応募多数の場合は抽選とします）

当選者へは4月3日（金）までにご案内します
お問い合わせ  広報部（竹内・坂本）電話 076-275-9683

1    とらいあんぐるの感想を Webアンケートに
毎月入力いただきます。編集にあたりさま
ざまなアンケートにもお答えいただきます。
紙での回答もOK。

2         「みんなの広場」のエッセイを執筆していた　　
だくことがあります。

2026年度

とらいあんぐる モニター募集
とらいあんぐるでは、組合員の声を紙面作りに活かすため、モニ
ターを募集しています。

とらいあんぐる　2026.1 月号 とらいあんぐる　2026.1 月号9 10

世界で一つだけのマイグラスがで
きました

地元のおいしい食べものも堪能しま
した

キッチンカーも出動して楽しいサ
ロンに

内灘地域で何か支援をしたいという
地域協議委員の思いを実現

自分で作ったうどんのおいしさは
格別

いとこ同士、元職場の仲間、夫婦な
どさまざまなペアでの参加でした


